
「大きな音が苦手」「強い光や蛍光灯のちらつきで消耗する」「他者の感情や職場の空気に圧
倒されて動けなくなる」といった現象は、自閉スペクトラム症（ ASD
）の「感覚過負荷（センサーのパンク）」でも、 HSP（ Highly Sensitive Person
）の「高い感受性（ SPS: Sensory-Processing Sensitivity）」でも共通して観察されます。

しかし、これらの現象の背後にある「脳の神経情報処理の仕組み（ハードウェアとソフトウェ
アの特異性）」や「情報の入力・フィルタリングの様式」には、根本的な違いが存在します。
本資料では、両者の決定的な鑑別ポイントを構造的に整理します。

本質 : 神経系の興奮性と抑制性のバランス（ E/I
バランス）の偏りや、感覚入力を一次処理する脳の各領域（視覚野、聴覚野、体性感
覚野など）における「物理的なフィルタリング・減衰メカニズムの特異性」。
メカニズム :

脳のノイズキャンセリング機能が物理的に機能せず、特定の周波数の音（例：モ
スキート音、電車の走行音、食器の擦れ合う音）や衣服のタグ、予期せぬ身体接
触などが、
すべて「均等な最大音量・最大輝度」で脳にダイレクトに突き刺さる
ように知覚されます。
これが限界を超えると、情報処理のクラッシュを引き起こし、パニックやメルト
ダウン、あるいは外界を完全に遮断するフリーズ状態を引き起こします。

本質 :
心理学者エレイン・アーオンによって提唱された気質概念であり、神経系全体の「深

ASDの「感覚過負荷」と HSP
の「敏感性」の臨床的鑑別：神経メカニズ
ムと表出の違い

1. 導入：なぜ「感覚過負荷」の混同が生じるのか

2. 定義と本質的メカニズムの違い
① 自閉スペクトラム症  (ASD) における感覚過負荷

② HSP（ Highly Sensitive Person）における高い感受性



層的な情報処理（ Depth of Processing
）」の傾向。疾患や発達特性（臨床的診断名）ではなく、人間のパーソナリティや神
経系の感度に関するグラデーション。
メカニズム :

外部からの刺激だけでなく、内部の思考、記憶、他者の微細な表情の変化、場の
空気感などを「より深く、細部まで精緻に処理する神経回路（ SPS
）」を持っています。
刺激の選別というよりも、「あらゆる情報やニュアンスを大量に深掘りして受け
止めるため、脳や神経のエネルギーが急速にすり減りやすい（心理的・神経的な
オーバーヒート）」という特徴があります。

比較項目 自閉スペクトラム症  (ASD)
の感覚過負荷

HSP（ Highly Sensitive
Person）の敏感性

生起の背景 神経発達症（神経生物学的特性
・脳の配線の違い）。

気質（ Sensory-Processing
Sensitivity
：刺激処理感受性）。

刺激のトリガー 特定の物理的感覚（音の周波数
、光の強さ、触感、臭い）や、
ルーティン・予測不可能性。

物理的感覚だけでなく、他者の
感情の機微、職場の人間関係の
空気感、複数のタスク、情報の
洪水全般。

脳の処理様式 フィルタリングの不全による「
物理的なノイズの直撃（センサ
ーのオーバーロード）」。

あらゆる情報を「深く考え、細
部まで推論する」ことによる「
認知・情動的リソースの枯渇」
。

限界を超えたときの表出 パニック、メルトダウン、かん
しゃく、完全な思考停止（フリ
ーズ）。

強い疲労感、抑うつ的引きこも
り、音信不通（シャットダウン
）、心身の極度の消耗。

社会的・構造的特徴 社会的コミュニケーションのス
タイル（文脈の読み取りや暗黙
のルールの理解）の特性が必ず
伴う。

共感性が非常に高く、他者の痛
みに深く共鳴するが、社会的コ
ミュニケーションの構造的困難
（ ASD
特有の特性）は必須ではない。

3. 鑑別における主要な比較ポイント

4. 重なり（オーバーラップ）と臨床的注意点



臨床の現場や日常の生活圏においては、「 ASDの特性を持つ人が、同時に HSP
的な深い感受性も併せ持っている」ケース（またはその逆）が数多く存在します。

「感覚過負荷」という共通言語の裏側 :
「音がうるさくて耐えられない」という表出が、 ASD
特有の「聴覚フィルタリング不全と感覚過敏」によるものなのか、あるいは HSP
特有の「繊細な神経系による環境音の深層処理の過剰負担」によるものなのかは
、個別の詳細なヒアリングや発達特性の全体像（社会的コミュニケーションの傾
向など）を丁寧に紐解く必要があります。

ラベリングの目的 :
どちらであるか分けること自体が目的ではなく、「その人がどのような環境や刺
激によってエネルギーを消耗しやすいのか」を正確に把握し、ノイズキャンセリ
ングイヤホンの活用や刺激の調整、適切な休息といった具体的な環境調整（アク
セシビリティの向上）に繋げることが最も重要です。

ASDの感覚過負荷であれ、 HSP
の深い感受性であれ、その生きづらさは決して「本人の我慢が足りないから」でも「気の持ち
様」でもありません。それは、世界を深く、あるいは鋭く受け止める神経システムの固有の美
しさと負荷の表れです。その構造を正しく理解し、自分自身に優しい環境をデザインすること
こそが、ウェルビーイングへの確かな一歩となります。

5. 結び：主観的生きづらさの受容へ
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